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自己紹介

渡邊 良臣
アマゾンウェブサービスジャパン
ソリューションアーキテクト

西日本のお客様を中心にご支援しています。

好きな AWS サービス
AWS サポート
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本セミナーの対象者

• 既に AWS を利用されている運用担当者

• これから AWS を利用される予定の運用担当者

• ベストプラクティスを取り入れた運用設定を迅速にデプロイ
されたい方
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1. AWS Systems Manager とは

5



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 6

AWS Systems Manager (SSM) とは
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(*) AWS Systems Manager = SSM と略します。
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運用管理 アプリケーション管理 変更管理 ノード管理
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AWS Systems Manager の機能

Maintenance 
Windows
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• 任意のノードをリモートで管理
▪ EC2 インスタンス

▪ IoT Greengrass を使用したエッジデバイス

▪ オンプレミスや他のクラウドサーバー、VMs

• Linux, macOS, Raspberry Pi, Windows Server をサポート
▪ サポート OS の一覧はこちら

▪ Amazon Linux やWindows、Ubuntu などの一部のオフィシャルイメージには導入済み。
プリインストールされた AMIs の一覧はこちら

• SSM Agent は、SYSTEM (Windows) 、 root (Linux) で稼働

• SSM Agent はオープンソース。GitHubにて公開されている

Systems Manager Agent (SSM Agent)

SSM Agent について、詳細はこちら

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/prereqs-operating-systems.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/ami-preinstalled-agent.html
https://github.com/aws/amazon-ssm-agent/blob/mainline/agent/plugins/inventory/gatherers/application/dataProvider_windows.go
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/prereqs-ssm-agent.html
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2. AWS Systems Manager 
Quick Setup の概要
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AWS Systems Manager Quick Setup の概要

• 運用に役立つ AWS のサービスと機能を、推奨されるベストプラク
ティスで迅速に設定できる

• ダッシュボードに、構成デプロイのステータスがリアルタイムで表
示される

• 個別の AWS アカウントや、AWS Organizations と統合して複数
AWS アカウントにまたがって使用することができる

• 複数の AWS リージョンに対しても展開が可能

• 設定に差異が生じた場合は、修正が試みられる

• Quick Setup の使用にはコストがかからない
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Quick Setup を利用するメリット

運用に有用な機能を利用する場合、アカウント毎やリージョン毎に
個別で有効化や設定などの対応が必要

11

運用担当者の負荷が軽減

Quick Setup を利用すれば、マルチアカウント/マルチリージョンに
対して容易にセットアップを行う事ができる
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AWS Quick Setup の使用開始

12

②

③

①



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

AWS Quick Setup の使用開始
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オンボーディング（使用開始）

Quick Setup が設定のデプロイに使用するホームリージョンを選択（後から変更不可）

Quick Setup の利用に必要な IAM ロールを自動で作成

Quick Setup の開始に必要な IAM 権限と自動で作成される IAM ロールについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/quick-setup-getting-started.html

AWS Organizations と AWS CloudFormation の間で信頼されたアクセスを有効

管理アカウントで開始した場合

「使用開始」をクリック

管理アカウントについて（AWS Organizations の用語と概念）については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/organizations/latest/userguide/orgs_getting-started_concepts.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/quick-setup-getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/organizations/latest/userguide/orgs_getting-started_concepts.html
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Quick Setup の設定画面（作成）
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①

②
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Quick Setup の設定画面（削除）
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①
②

③
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⑤
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各設定タイプで共通の処理概要

Quick Setup を設定するアカウント

AWS Cloud

AWS

Systems Manager

① 設定タイプの作成

AWS Identity and 

Access Management 

(IAM)

② IAM ロールの作成

ホームリージョン (※)

AWS

CloudFormation

③ スタックセットの
作成

ターゲットアカウント

ターゲットリージョン

④ スタックの作成

⑥ Runbook の作成

⑦ 関連付けの作成

⑤ IAM ロールの作成

16
(※) ホームリージョン：スタックセットが作成されるリージョン

設定リージョン
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項番 概要

① 任意のリージョンで設定タイプを作成する（ユーザー操作）

② 設定タイプのデプロイに必要な IAM ロールが作成される

③ Quick Setup を使用開始時に指定したホームリージョンにて、スタックセットが作成される

④ デプロイ先（ターゲット）のリージョンに、スタックセットのスタックが作成される

⑤ スタックから、設定タイプに必要な IAM ロールが作成される

⑥ スタックから、設定タイプに必要な Runbook（旧名：ドキュメント）が作成される

⑦ スタックから、設定タイプに必要な関連付けが作成される

処理概要
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スタックなどの用語については、以下をご参照ください。（AWS CloudFormation#1 基礎編）

https://www.youtube.com/watch?v=4dyiPsYXG8I

Runbook や関連付けなどの用語については、以下をご参照ください。（AWS Systems Manager State Manager）

https://www.youtube.com/watch?v=vSAbhWZFtKU

https://www.youtube.com/watch?v=4dyiPsYXG8I
https://www.youtube.com/watch?v=vSAbhWZFtKU
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設定状況の可視化

18

設定の詳細から、設定デプロイ
や設定の関連付けのステータス
を確認可能。

設定テーブルから、デプロイタイプや
デプロイ先のリージョンを確認可能。
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3. 個別機能のご紹介
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Host Management
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Host Management の概要
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⚫ Amazon EC2 インスタンスの管理に必要な権限を、最小限の権限で付与

⚫ 最新状態の維持が推奨されるエージェントについて、更新を自動化

⚫ コンピューティング環境を可視化

⚫ EC2 インスタンスの管理に慣れている方であれば、複数の EC2 インスタンスを纏めて効率的
に管理する事が可能

⚫ 以下の場合、Host Management はアンマッチの可能性がある

⚫ AWS の機能を試す等の目的で、初めて EC2 インスタンスを作成する場合

⚫ EC2 インスタンスの管理に不慣れな場合

⚫ 同じ AWS リージョンを対象として、複数の Host Management 設定を作成することはできな
い
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Host Management の設定画面（設定オプション）
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2 週間毎に SSM エージェントのアップデート
をチェックし、新しいバージョンがリリースさ
れていれば自動的に更新する。

SSM エージェントについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/ssm-agent.html

https://www.youtube.com/watch?v=g5ndLFklyb4

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/ssm-agent.html
https://www.youtube.com/watch?v=g5ndLFklyb4
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30 分毎に、以下のタイプのメタデータを収集する。

Host Management の設定画面（設定オプション）

22

⚫ AWS コンポーネント
⚫ アプリケーション
⚫ ノードの詳細
⚫ ネットワーク設定

⚫ サービス
⚫ Windows ロール
⚫ Windows の更新プログラム

インベントリについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-inventory.html

https://www.youtube.com/watch?v=2_6YcNmNFcg

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-inventory.html
https://www.youtube.com/watch?v=2_6YcNmNFcg
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Host Management の設定画面（設定オプション）

23

デフォルトのパッチベースラインに基づいて、
パッチの適用状況を毎日スキャンする。
スキャンした結果は「コンプライアンス」の
コンソール（ダッシュボード）に表示される。

パッチのスキャンとコンプライアンスレポートについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/patch-manager.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/patch-manager.html
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Host Management の設定画面（設定オプション）
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CloudWatch エージェントをインストールして
Basic レベルの設定を行う。

Basic レベルについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/create-cloudwatch-agent-configuration-file-

wizard.html#cloudwatch-agent-preset-metrics

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/create-cloudwatch-agent-configuration-file-wizard.html#cloudwatch-agent-preset-metrics
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Host Management の設定画面（設定オプション）
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30 日毎に CloudWatch エージェン
トのアップデートをチェックし、
新しいバージョンがリリースされ
ていれば自動的に更新する。

CloudWatch エージェントについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/Install-CloudWatch-Agent.html

https://www.youtube.com/watch?v=fzVkJne3OMI

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AmazonCloudWatch/latest/monitoring/Install-CloudWatch-Agent.html
https://www.youtube.com/watch?v=fzVkJne3OMI
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Host Management の設定画面（設定オプション）
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30 日毎に、以下の起動エージェントのアップデートを
チェックし、新しいバージョンがリリースされていれば自動
的に更新する。

Windows インスタンス： EC2Config / EC2Launch / EC2Launch v2

Linux インスタンス（Amazon Linux 2023 はサポート外）： cloud-init

Mac インスタンス： ec2-macos-init

起動エージェントについては、以下をご参照ください。
Windows：https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/WindowsGuide/ec2-windows-instances.html

Linux：https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/user-data.html

macOS：https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/ec2-mac-instances.html#ec2-macos-init

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/WindowsGuide/ec2-windows-instances.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/user-data.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/ec2-mac-instances.html#ec2-macos-init
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Host Management の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

組織内のすべてのアカウント
とリージョンを対象とする。
タグなどによるインスタンス
の指定は不可。

組織内の OU とリージョ
ンを選択可能。
タグなどによるインスタ
ンスの指定は不可。

「現在のアカウント」を選
択した場合、次頁の非管理
アカウントで設定する際と
同様の選択となる。
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Host Management の設定画面（ターゲット）
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非管理アカウントからの設定

非管理アカウントで「現在のリージョン」を選
択した場合のターゲット選択は、リソースグ
ループなどの 4 つから選択する事が可能。

非管理アカウントで「リージョンを選択」した
場合のターゲット選択は、「すべてのインスタ
ンス」か「タグ」による選択のみとなる。
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Host Management の設定（インスタンスプロファイル）
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管理アカウントからの設定

チェックを入れる事で、EC2 にアタッチされている既存の IAM ロール（インスタン
スプロファイル）に対して、必要な権限（IAM ポリシー）がアタッチされる。

管理アカウントにて設定する場合のみ、インスタ
ンスプロファイルのオプションが表示される。
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3. 個別機能のご紹介

30

Default Host Management Configuration
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Default Host Management Configuration の概要
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⚫ EC2 インスタンスに IAM ロール（インスタンスプロファイル）をアタッチしなくても、SSM 

で管理する事ができる

⚫ EC2 インスタンスを管理するために必要となる最小限のアクセス許可が使用される

⚫ Default Host Management Configuration（DHMC）を設定する前に、以下の要件が満たされ
ている必要がある

⚫ 対象の EC2 インスタンスに、最新バージョン（ 3.2.582.0 以降）の SSM エージェントが
インストールされている事

⚫ 対象の EC2 インスタンスが、Instance Metadata Service Version 2（IMDSv2）を使用して
いる事

Default Host Management Configuration（DHMC）については、以下をご参照ください。
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/managed-instances-default-host-management.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/managed-instances-default-host-management.html
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設定タイプの差違

32

管理アカウントからの設定非管理アカウントからの設定

管理アカウントで設定タイ
プを表示した時だけ

Default Host Management 
Configuration が表示され
る
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Default Host Management Configuration の設定画面
（設定オプション）
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2 週間毎に SSM エージェントのアップデート
をチェックし、新しいバージョンがリリースさ
れていれば自動的に更新する。
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3. 個別機能のご紹介
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Config Recording
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Config Recording の概要
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⚫ 利用が推奨されている AWS Config を迅速に有効化できる

⚫ ターゲットの Config 設定が変更された場合は、Config Recording から設定の修復が試みら
れる

⚫ 既存の Config 設定がある場合は、Config Recording で指定したリソースタイプが追加され
る

⚫ 既に指定しているリソースタイプは削除されずにマージされる

⚫ Quick Setup の Config Recording の設定を削除しても、有効化された Config は無効化され
ない

⚫ 作成した S3 バケットと SNS トピックも保持される

AWS Config のベストプラクティスについては、以下をご参照ください。

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/aws-config-best-practices/

AWS Config については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/WhatIsConfig.html

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/aws-config-best-practices/
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/WhatIsConfig.html
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Config Recording の設定画面（設定オプション）
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Config で記録する対象を選択する。

Config イベントを通知するトピックを選択する。
既存トピックを使用する場合は、トピック名の制約に注意する。

IAM などのグローバルリソース（特定のリージョ
ンに結びついていないサービス）を対象にする。

Config の設定スナップショットを送信する先のバケットを指定
する。
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Config Recording の設定画面（グローバルリソースの記録）
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グローバルリソースの記録を、指定した
リージョンに記録させる。
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Config Recording の設定画面（スケジュール）
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「カスタム」を選択すると、指定したスケジュール
に基づいて設定差違の修復を試みることが出来る。

「デフォルト」を選択すると、1 回
だけ実行される。
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Config Recording の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

非管理アカウントからの設定

管理アカウントにて設定する場合は、組織
を対象としたターゲットが選択可能。

非管理アカウントにて設定する場合は、
ターゲットとしてリージョンが選択可能。
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3. 個別機能のご紹介
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Conformance Packs
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Conformance Packs の概要
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⚫ AWS Config ルールと修復アクションの集まりであるコンフォーマンスパックを、マルチア
カウント / マルチリージョンにデプロイできる

⚫ 複数のコンフォーマンスパックを選択し、纏めて適用が可能

⚫ 前提として、Config Recording が有効になっている事

⚫ Quick Setup から設定を削除しても、既に適用されたコンフォーマンスパックは削除されな
い

AWS Config conformance packs については、以下をご参照ください。
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/conformance-packs.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/conformance-packs.html
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Conformance Packs の設定画面
（コンフォーマンスパックの選択）
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デプロイするコンフォーマンスパックを選択。
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Conformance Packs の設定画面（スケジュール）
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Config Recording と同様に、定期的に設
定差違の修正を試みることが出来る。
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Conformance Packs の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

非管理アカウントからの設定

管理アカウントにて設定する場合のターゲット。
「カスタム」は、すべての組織単位を対象として、
リージョンを選択したい時に選択する。

非管理アカウントにて設定する場合は、
ターゲットとしてリージョンが選択可能。
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Conformance Packs の設定画面
（委任管理者アカウントの指定）
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コンフォーマンスパックの委任管理者については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/conformance-pack-organization-apis.html

コンフォーマンスパックの管理を委任するアカウントの指定。

管理アカウントでのターゲット設定時に、「組織全体」か「カスタム」
を選択した時だけ表示される。

管理アカウントからの設定

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/config/latest/developerguide/conformance-pack-organization-apis.html
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Patch Manager
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Patch Manager の概要
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⚫ Patch Manager は、オペレーティングシステムとアプリケーションのパッチ適用を自動化す
る事ができる

⚫ Windows Server では、Microsoft がリリースしたアプリケーションに限定

⚫ Quick Setup を利用する事で、パッチポリシー（Amazon EC2 インスタンスやその他の管理
ノードに、自動的にパッチを適用するスケジュールとベースラインを定義したもの）を作成
可能

⚫ カスタムパッチベースラインに変更を加えた場合、Quick Setup に同期されるまで 1 時間程
度要する場合がある

⚫ パッチコンプライアンス情報が予期せず更新される事を防止する為に、スキャンする方法は
複数利用しない方が良い

Patch Manager の詳細については、別途公開予定の BlackBelt をご視聴ください。

https://aws.amazon.com/jp/events/aws-event-resource/archive/?cards.sort-by=item.additionalFields.SortDate&cards.sort-

order=desc&awsf.tech-category=*all&cards.q=systems%2Bmanager&cards.q_operator=AND

https://aws.amazon.com/jp/events/aws-event-resource/archive/?cards.sort-by=item.additionalFields.SortDate&cards.sort-order=desc&awsf.tech-category=*all&cards.q=systems%2Bmanager&cards.q_operator=AND
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Patch Manager の設定画面（設定名）
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パッチポリシーを識別するための名前を入力する。
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Patch Manager の設定画面（スキャンとインストール）
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「スキャン」だけか「スキャンと
インストール」を行うかを選択する。

カスタムスキャンスケジュールを
選択した場合は次頁を参照。

「推奨される既定値を使用」する場合、
推奨の既定値である「毎日 1:00 AM 
UTC」にスキャンが行われる。
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Patch Manager の設定画面（カスタムスキャンスケジュール）
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日次でスキャンする
時刻を UTC で入力する。

チェックを入れない場合、ノードがター
ゲットになると直ちにスキャンを行う。

スケジュールを
CRON式として
入力する。
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Patch Manager の設定画面（インストールスケジュール）
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「スキャンとインストール」を選択すると「インス
トールスケジュール」を設定できるようになる。

推奨の既定値であれば「毎週日曜日 2:00 
AM UTC」にインストールが行われる。

「カスタムインストールスケジュール」
を選択した場合は「カスタムスキャンス
ケジュール」と同様に「日単位」と「カ
スタム CRON 式」を選択可能。

チェックを外した場合、ノードがターゲット
になると直ちにインストールを行う。

パッチインストール後の再起動を管理する。
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Patch Manager の設定画面（パッチベースライン）
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定義済みのパッチベース
ラインを選択する場合。

独自に作成したパッチベー
スラインを利用する場合。

ホームリージョンで作成した
パッチベースラインを選択可能。
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Patch Manager の設定画面（パッチログの保存先）
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管理アカウントからの設定

非管理アカウントからの設定

管理アカウントにて保存先
を設定する場合。

バケットは事前に作成する
必要があり、組織で利用す
る場合はアクセス権の考慮
が必要。

非管理アカウントにて保存
先を設定する場合。
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Patch Manager の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

組織内のすべてのアカウント
とリージョンを対象とする。

組織内のOUとリージョンを
選択可能。
ノードの指定は、全てを対象
とするかタグで選定する。

「現在のアカウント」を選択
する場合、非管理アカウント
（次頁）で設定する時と同様
の選択が可能。
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Patch Manager の設定画面（ターゲット）
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非管理アカウントからの設定

ホームリージョンで「現在のリージョ
ン」を選択した場合、ターゲットイン
スタンスの選択にリソースグループな
どの4つから選択する事が可能。
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Patch Manager の設定画面（ターゲット）
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非管理アカウントからの設定

「リージョンを選択」を指定した場合、
すべてのインスタンスを対象とするか、
タグによる選択が可能。
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Patch Manager の設定画面（レートの制御）
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パッチポリシーを同時に実行するノードの数または割合を入力する。

エラーが発生したノードの数または割合がこの値
を超えると、パッチポリシーはエラーとなる。
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Patch Manager の設定画面（インスタンスプロファイル）
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チェックを入れる事で、EC2 にアタッチされている既存の IAM ロール（インスタン
スプロファイル）に対して、必要な権限（IAM ポリシー）がアタッチされる。



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. © 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 
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DevOps Guru
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DevOps Guru の概要
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⚫ 機械学習を利用して運用データやアプリケーションのメトリクスやイベントを分析し、通常
の運用パターンから逸脱した動作を特定することが出来る DevOps Guru を素早く設定する
事が可能

⚫ Quick Setup で有効化した DevOps Guru を無効化（課金を停止）するには、カバレッジ設
定を更新してリソースを分析しないようにする

⚫ 停止した後も、過去のインサイトを確認した場合に少額の料金が発生する可能性がある

カバレッジ設定の更新については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/devops-guru/latest/userguide/view-analyzed-resources.html

DevOps Guru については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/devops-guru/latest/userguide/welcome.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/devops-guru/latest/userguide/view-analyzed-resources.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/devops-guru/latest/userguide/welcome.html
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DevOps Guru の設定画面（設定オプション）
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分析するリソースを指定。

通知用に SNS トピックが作成される。

Opsitems 有効化する事で、発見された問題について Systems 

Manager OpsCenter から追跡と管理を行うことができる。

Opsitems（OpsCenter）については、以下をご参照ください。
https://www.youtube.com/watch?v=XXG88mXS6_E

https://www.youtube.com/watch?v=XXG88mXS6_E
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DevOps Guru の設定画面（スケジュール）
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他の設定タイプと同様に、定期的に設定
差違の修正を試みることが出来る。
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DevOps Guru の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

非管理アカウントからの設定
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運用データの分析と問題の特定
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インサイトに関する推奨事項。

特定された問題をインサイトとして表示。
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Change Manager
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Change Manager の概要
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⚫ Change Manager（アプリケーションの設定やインフラストラクチャに対する運用上の変更を
要求、承認、実装、報告するための変更管理フレームワーク）を AWS Organizations で設定
された組織で使用する場合に利用する

⚫ Quick Setup を利用する事で、Change Manager で利用する権限をマルチアカウント/マルチ
リージョンにデプロイ可能

⚫ Quick Setup から設定可能な構成は最大で 15 個までなので、権限付与は計画的に行う必要が
ある

Change Manager については、 BlackBelt も別途公開予定となっております。

https://aws.amazon.com/jp/events/aws-event-resource/archive/?cards.sort-by=item.additionalFields.SortDate&cards.sort-

order=desc&awsf.tech-category=*all&cards.q=systems%2Bmanager&cards.q_operator=AND

Change Manager については、以下をご参照ください。
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/change-manager.html

https://aws.amazon.com/jp/events/aws-event-resource/archive/?cards.sort-by=item.additionalFields.SortDate&cards.sort-order=desc&awsf.tech-category=*all&cards.q=systems%2Bmanager&cards.q_operator=AND
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/change-manager.html
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設定タイプの差違

67

管理アカウントからの設定非管理アカウントからの設定

管理アカウントで設定タイプ
を表示した時だけ Change 

Manager が表示される
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Change Manager の設定画面（委任された管理者アカウント）
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Change Manager を含む Systems Manager 全体の運用アクティビティを
管理するための AWS アカウントを指定する。
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Change Manager の設定画面
（リクエストと変更を行うための許可）
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ロールとその権限を識別するための名前を入力する。

委任管理者アカウントから Change Manager で変更
管理タスクを実行するための権限。
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Change Manager の設定画面（ターゲット）
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組織内のすべてのアカウントと
リージョンを対象とする。

1 つまたは複数の OU を選択する。
（リージョンは選択できない）
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Distributor
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Distributor の概要
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⚫ Distributor パッケージを AWS アカウント と AWS リージョン、または AWS Organizations

の組織全体にデプロイできる

⚫ 現在デプロイ可能なパッケージ（2023/11 時点）

⚫ Amazon Elastic File System（Amazon EFS） ユーティリティパッケージ

⚫ Amazon CloudWatch エージェント

⚫ EC2Launch v2 エージェント

Distributor については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/distributor.html

https://www.youtube.com/watch?v=wjyzvKRT9zw

Amazon Elastic File System tools（amazon-efs-utils パッケージ）については、以下をご参照ください。
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/efs/latest/ug/using-amazon-efs-utils.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/distributor.html
https://www.youtube.com/watch?v=wjyzvKRT9zw
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/efs/latest/ug/using-amazon-efs-utils.html
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Distributor の設定画面（パッケージの選択と更新頻度）
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更新頻度を指定する。

デプロイするパッケージを選択する。
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Distributor の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

組織内のすべてのアカ
ウントとリージョンを
対象とする。

組織内の OU とリージョン
を選択可能。
タグなどによるノードの指
定は不可。

「現在のアカウント」を選択
する場合、非管理アカウント
で設定する時と同様の選択が
可能。
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Distributor の設定画面（ターゲット）
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非管理アカウントからの設定

「現在のリージョン」を選択した場合、ターゲットインスタンス
の選択はリソースグループなどの 4 つから選択する事が可能。

「リージョンを選択」した場合、ターゲッ
トインスタンスの選択は「すべてのインス
タンス」か「タグ」のみとなる。
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Distributor の設定画面（インスタンスプロファイル）
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チェックを入れる事で、EC2 にアタッチされている既存の IAM ロール（インスタン
スプロファイル）に対して、必要な権限（IAM ポリシー）がアタッチされる。
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Resource Scheduler
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Resource Scheduler の概要
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⚫ スケジュールに基づいて、Amazon EC2 インスタンスの起動と停止を自動化する事が可能

⚫ 不必要な EC2 インスタンスを停止させる事で、コストの削減が期待できる

⚫ 設定で指定した値に一致するタグを持つ EC2 インスタンスだけが対象となる

⚫ 各設定は、リージョン毎に 5000 インスタンスまでサポート

⚫ 5000 を超える場合は、タグキー値を分けて設定を分割する

⚫ Instance Scheduler との比較は、P.82 を参照

Instance Scheduler については、以下をご参照ください。

https://aws.amazon.com/jp/solutions/implementations/instance-scheduler-on-aws/

https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/202110/instance-scheduler/

https://aws.amazon.com/jp/solutions/implementations/instance-scheduler-on-aws/
https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/202110/instance-scheduler/
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Resource Scheduler の設定画面（インスタンスタグ）
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スケジュールと関連付けるインスタンスに適用するタグキー値を指定する。
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Resource Scheduler の設定画面（スケジュールオプション）
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指定したタイムゾーンに基づいて、インスタンスを
起動 / 停止する「曜日」と「時刻」を設定する。
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Resource Scheduler の設定画面（ターゲット）
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管理アカウントからの設定

非管理アカウントからの設定

デプロイする OU とリー
ジョンの指定が可能。

「現在のアカウント」を選択した場合、
非管理アカウントでのターゲット設定
と同様にリージョンの選択が可能
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項目 Instance Scheduler Resource Scheduler

対象 EC2・RDS・Aurora EC2

機能
タグの自動付与や起動/停止時のコントロー
ルなど多機能

起動/停止のみ

スケジューリング DynamoDB のコンソールか Scheduler CLI Quick Setup のコンソール

実行タイミング
Lambda に設定した実行間隔による Change Calendar の State 遷移を EventBridge に

てルール設定

コスト
スケジュールされるインスタンス数による
（下記ガイドの試算例では 4.10 USD/月）

ほぼ無料

用途
インスタンスの起動/停止を、きめ細かくコ
ントロールしたい場合

EC2 インスタンスをスケジュールに基づいてシン
プルに起動/停止させたい場合

Instance Scheduler との比較

EventBridge については、以下をご参照ください。

https://www.youtube.com/watch?v=H7641kZMghg

Change Calendar については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-change-calendar.html
※ BlackBelt も別途公開予定となっております

https://www.youtube.com/watch?v=H7641kZMghg
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-change-calendar.html
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OpsCenter
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OpsCenter の概要
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OpsCenter については、以下をご参照ください。

https://www.youtube.com/watch?v=XXG88mXS6_E

⚫ アカウント全体で OpsItems を管理するように OpsCenter を構成する

⚫ Systems Manager の委任管理者をセットアップし、メンバーアカウントで OpsItems を作成、
編集、表示できる様にする

⚫ 複数のアカウント間で OpsItems を管理するために必要な IAM ポリシーとロールを作成する

https://www.youtube.com/watch?v=XXG88mXS6_E
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設定タイプの差違
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管理アカウントからの設定非管理アカウントからの設定

管理アカウントで設定タイプ
を表示した時だけ
OpsCenter が表示される
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OpsCenter の設定画面（委任された管理者アカウント）
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組織内の他のアカウントを管理する権限を付与されたアカウントを指定する。
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OpsCenter の設定画面（ターゲット）
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組織内のすべてのアカウントを
対象とする。

対象とする OU を選択する。
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Resource Explorer
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Resource Explorer の概要

89

⚫ AWS Resource Explorer はリソースの検索・発見サービスで、名前・タグ・ID などからリ
ソースを検索する事ができる

⚫ 検出されたリソースに関する情報がインデックスに入力される事で、リソースの検索が可能
となる

⚫ インデックスの情報は、ビューを通して表示させる事ができる

⚫ アグリゲーターインデックスは Resource Explorer が有効になっている他のリージョンからイ
ンデックスをレプリケーションする

⚫ Quick setup では、アグリゲータインデックスと、アカウントが使用するすべての AWS リー
ジョンのすべてのリソースを含むフィルタを持つデフォルトビューを作成する

Resource Explorer については、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/resource-explorer/latest/userguide/welcome.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/resource-explorer/latest/userguide/welcome.html
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設定タイプの差違
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管理アカウントからの設定非管理アカウントからの設定

管理アカウントで設定タイプを表示した
時だけ Resource Explorer が表示される



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

Resource Explorer の設定画面
（アグリゲーターインデックスリージョン）
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アグリゲータインデックスのリージョンを指定する。

アグリゲーターインデックスのリージョンを置き換える。
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Resource Explorer の設定画面（ターゲット）
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組織内のすべてのアカウントを
対象とする。

対象とする OU を選択する。
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補足
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組織に AWS アカウントを追加/除外した際の挙動について
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AWS アカウントを追加した場合

⚫ 当該 AWS アカウントに、Quick Setup の設定がデプロイされる

AWS アカウントを除外した場合

⚫ 当該 AWS アカウントの、Quick Setup の設定が削除される

使用されるスタックセットに自動デプロイの設定が施されている

⚫ 自動デプロイ：有効

⚫ アカウント削除時にスタックを保持：スタックを削除

スタックセットの自動デプロイについては、以下をご参照ください。

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-manage-auto-deployment.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSCloudFormation/latest/UserGuide/stacksets-orgs-manage-auto-deployment.html
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組織に AWS アカウントを追加/除外した際の挙動について
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既に Quick Setup を設定している AWS アカウントを追加した場合

⚫ 管理アカウントから設定がデプロイされるため、重複して設定が行われる

注意事項

⚫ 管理アカウント（組織）と
非管理アカウント（ローカ
ル）から重複して設定する
ケースも含めて、影響範囲
の確認や事前の検証を入念
に行う事を推奨



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

Quick Setup の利用可能リージョン
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⚫ 米国東部 (オハイオ)

⚫ 米国東部(バージニア北部)

⚫ 米国西部(北カリフォルニア)

⚫ 米国西部 (オレゴン)

⚫ アジアパシフィック (ムンバイ)

⚫ アジアパシフィック (ソウル)

⚫ アジアパシフィック (シンガポール)

⚫ アジアパシフィック (シドニー)

⚫ アジアパシフィック (東京)

⚫ カナダ(中部)

⚫ 欧州(フランクフルト)

⚫ 欧州 (ストックホルム)

⚫ 欧州 (アイルランド)

⚫ 欧州 (ロンドン)

⚫ 欧州 (パリ)

⚫ 南米 (サンパウロ)

Quick Setup から設定されるサービスや機能が利用可能なリージョンは、上記リージョンと一致いたしま
せん。

各設定タイプが利用可能なリージョンにつきましては、個別のガイドをご確認願います。

Quick Setup が利用可能なリージョン：

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-quick-setup.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/systems-manager/latest/userguide/systems-manager-quick-setup.html
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Quick Setup の利用に関する注意点

• セットアップされるサービスや機能が多岐に渡るため、対象の
サービスや機能についてある程度の知識と経験が必要

▪ Quick Setup で設定する AWS サービスに馴染みがない場合は、
それらのサービスについて事前に詳細をご確認頂く事を推奨

• Quick Setup の設定タイプから設定を削除しても、State Manager
の関連付け（Association）から施された設定やリソースは削除さ
れない

• ターゲットの AWS アカウントとリージョンを掛けた（乗じた）
数が 10,000 を超えるとデプロイに失敗する

• 設定タイプは管理アカウントにデプロイされない（ターゲットに
組織全体を指定したとしても、管理アカウントは含まれない）
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4. まとめ
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• 運用に役立つ機能を、マルチアカウント/マルチリージョンにセッ
トアップする場合にとても便利です

• セットアップされる機能は推奨されるベストプラクティスに基づい
て設定されるため、これから AWS をご利用になる運用担当者の方
にもお勧めです

• 設定を削除しても作成されたリソースは削除されない点や、有効化
された設定が無効化されない点などの注意事項についてはご留意く
ださい

まとめ
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本資料に関するお問い合わせ・ご感想

技術的な内容に関しましては、有料のAWSサポート窓口へ
お問い合わせください

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/

料金面でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓口へ
お問い合わせください（マネジメントコンソールへのログインが必要です）

https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-service

具体的な案件に対する構成相談は、後述する個別相談会をご活用ください
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ご感想はTwitterへ！ハッシュタグは以下をご利用ください
#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-service
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AWS Black Belt Online Seminar とは

• 「サービス別」「ソリューション別」「業種別」などのテーマに分け、
アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社が提供するオンラインセミナーシ
リーズです

• AWS の技術担当者が、 AWS の各サービスやソリューションについてテーマ
ごとに動画を公開します

• 以下の URL より、過去のセミナー含めた資料などをダウンロードすることが
できます

• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/

• https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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ご感想は X (Twitter) へ！ハッシュタグは以下をご利用ください

#awsblackbelt 

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/aws-jp-webinar-service-cut/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLzWGOASvSx6FIwIC2X1nObr1KcMCBBlqY
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内容についての注意点

• 本資料では資料作成時点のサービス内容および価格についてご説明しています。
AWS のサービスは常にアップデートを続けているため、最新の情報は AWS 公式
ウェブサイト (https://aws.amazon.com/) にてご確認ください

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格と AWS 公式ウェブサイト記載
の価格に相違があった場合、AWS 公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただき
ます

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様には別途消費税をご請求させて
いただきます

• 技術的な内容に関しましては、有料の AWS サポート窓口へお問い合わせください

• 料金面でのお問い合わせに関しましては、カスタマーサポート窓口へ
お問い合わせください (マネジメントコンソールへのログインが必要です) 

102

https://aws.amazon.com/
https://aws.amazon.com/jp/premiumsupport/
https://console.aws.amazon.com/support/home#/case/create?issueType=customer-service


© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. 

Thank you!
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